
■2020 栄光サッカークリニック（第 3 回実施レポート） 

 ◇日時：2020 年 12 月 6 日（日）10：00～12：00 

 ◇場所：茅ケ崎西浜中学 

 ◇参加：出口先生、小林先生、千野コーチ、高橋 

 ◇内容：湘南ブロック新人戦初戦の試合観察 

 

（１）概要 

R2 年度湘南ブロック中学サッカー新人戦の一回戦トーナメントを観察。 

12 月 5 日（土）の天候不良により当日試合キャンセルの末、翌日同時間で会場変更となった。 

10 月末に鎌倉市の大会で 1 回戦敗退を喫したが、ブロック新人戦の結果は今後の活動に大きく影響

するため、コロナ禍で練習不足のところどこまでチームを立て直せるかがポイント。 

 

（２）試合経過 

 ・栄光 5 (3-0,2-0) 0 秋葉台 

 ・前半 10 分ごとに得点し、後半も同様に 2 得点で圧勝した。 

 ・栄光は、攻撃のパターンイメージが共有できていた様子で、失敗やミスもあったがリラックスして得

点できた。 

 ・長身 CF に合せるパターンと中盤 2 列目選手が上手く混戦をフォローしてショートの横パスをつなげ

て得点に結び付けるパターン、FWが自力で勝負して得点するパターンなど良い点が引き出されて大量

得点につながった。 

 ・控え選手も見劣りせず波に乗れたので、今後のチーム作りに期待感。 

（高橋） 

 

（３）観察レポート 

 ・前回の試合を観て強く修正が必要と感じていたボール奪取の部分での大きな改善が見られました。 

  ＞特にボールを奪う位置が相手のゴールに近いところであったため、得点に繋がる可能性の高い

ショートカウンターの機会が増えました。 

  ＞さらに攻守の切り替えも速くボールの回収も上手くできていました。 

  ＞ボールを奪う位置が高くそのボールの繋ぎが良くなっているためにボールポゼッションが向上し、

相手に得点のチャンスを与えない状況になっていました。 

  ＞守備からのゲームへの入りが結局は「攻撃は最大の防御」にまで進展したと思います。 

 ・サイドからの攻撃パターンはできてきたので次の課題は、ゴール前でのフィニッシュの技術です。 

  ＞一つ一つのシュートに対して問題点を指摘しながら修正していくことでこの課題は解決していくと

思います。 

 ・根気のいることですが、ここは指導者の腕の見せ所です。 

 ・今週の次の試合（第二回戦）に期待しています。 



(千野） 

 


